
令和４年１２月７日 
報道関係者 各位 

PRESS RELEASE 

KINOKAWA 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紀の川市（市長：岸本 健）と和歌山電鐵株式会社（代表取締役社長：小嶋 光信）は、貴志川線に新たな

「日本一」を生み出すための取り組みを開始しました。「日本一心豊かなローカル線になりたい！」を掲

げる和歌山電鐵では、コロナ禍においても感染症対策を行い、安心して利用いただける環境づくりに取

り組んでいます。利用者がコロナ禍以前の水準まで回復するにはまだ時間が必要ですが、沿線にお住

いの親子連れをはじめ、観光目的の利用者も少しずつ見かけるようになってきており、１日も早い回復

が望まれます。 

 

今回の取り組みは、沿線のお出かけを楽しんでいただく機会を創出し、笑顔でいっぱいの鉄道にした

い、という想いを受け、和歌山電鐵株式会社・和歌山信愛女子短期大学・紀の川市の３者協働で、貴志

川線に「日本一○○な○○」を創ることを目指したものです。 

 

１１月には、学生が実際に電車に乗ったり貴志駅を訪れたりするなどのフィールドワークを実施。その

なかで、「日本一○○な○○」について、学生ならではのアイデアがいくつか出されました。こうしたアイ

デアを形にするためのワークショップを下記のとおり開催する予定です。 

 

 

 

 
 

和歌山県紀の川市 
和歌山電鐵貴志川線に新たな日本一を生み出したい！

12/11 和歌山信愛女子短期大学との３者協働によるワークショップ開催 
～令和５年度講義の開講を目指したキックオフ～ 

【本件に関する問い合わせ先】 

和歌山県 紀の川市役所 企画部地域創生課 担当：西川（昌）・西川（洋） 

TEL：0736-77-2511 FAX：0736-77-4910 E-MAIL：nishikawa-007@city.kinokawa.lg.jp 

【フィールドワーク報告会ワークショップ 開催概要】 

■日程   ：令和４年１２月１１日（日） 午前１０時００分から１時間程度 

■場所   ：観光交流拠点「紀楽里（きらり）」２階（和歌山県紀の川市貴志川町神戸 802-1（「貴志駅」前）） 

■参加者  ：和歌山信愛女子短期大学の学生・教職員、和歌山電鐵株式会社職員、市職員 

■主な内容：「日本一○○な○○」のアイデアについての企画 

■電車内でのブレインストーミングの様子 ■貴志駅前で同社取締役部長の説明を受ける学生 


